




































も Excel ではなく Lotus1-2-3であった。久保田先生はこの実習室の整備に尽力され，
ここでも情報教育をされていた。久保田先生がプリンタ音の喧噪のなかでゼミの学
生を熱心に教えておられたことや，キーボードが早く打てるようになる必要がある
として，この古い実習室に置かれたパソコンを使って，学生にタイピング練習をさ
せていたことを昨日のように思い出す。
私は企業にいるときに汎用コンピュータを使っていたし，前任校では専門職員が
いなかったため教育だけではなく汎用コンピュータの運用までやっていたが，本学
は職員のかたが運用をされていた点で恵まれていた。毎月行われていた富士通株式
会社のシステムエンジニアやカスタマーエンジニアとの定例会に，久保田先生とと
もに利用者サイドとして参加し，不具合への対応を協議するなどして保守状況に関
する情報共有を行っていた。その定例会では本学の情報教育にとってできるだけ良
い情報環境を実現しようと富士通側に要望を出して，テストの実施結果を報告して
もらっていた。
商経学部において教職課程教科「情報」を設置するため，文部科学省に申請した
が，その時に文部科学省から小出しに意見を言われながらも，久保誠先生と私で根
気よく申請文書を手直ししていた。そのとき，久保田先生の担当されている「情報
システム論」や「コンピュータシステム」などを教職課程の構成科目にするために
シラバス等でご協力をいただいた。
久保田先生は，研究教育以外でも積極的に活動されていた。平成10年４月から平
成12年３月までは商学科長を務められた。また，学内の各種の委員も多く引き受け
られ，とりわけ学生部の委員を６回もご担当されるなど，大学，学部の行政面にお
いても貢献された。学生部委員を多く担当されたのは，学生の面倒をみるがお好き
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な性格がそうさせたのではないだろうかと，ゼミや授業における先生と学生のやり
とりを見ていてそう思う。ゼミの卒業生が先生の研究室をよく訪ねてきていたこと
からも，学生との交流を大事になさる先生のお人柄がよく分かる。
久保田先生の研究面での業績については，このあとに細かく記載されているので
詳細は割愛するが，コンピュータに関連する学会に所属され，研究されてきたこと
を付け加えておきたい。
久保田先生は，定年後も名誉教授として本学の情報教育に尽力されておられる。
先生への感謝の気持ちを込めて，今後のご健勝とご活躍をお祈りしたい。
